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属の菌がそれぞれ分離されたが．分離頻度の高い菌は

ほぼ一致した。

2　分離菌の多くは，国光の果肉に対して腐敗を示

した。

5　8属8種の菌をスターキングデリシャス，印阻

紅玉および国光の果心部に接種すると，いずれも典型

的な心かび病または心ぐされ病の症状を呈した。

リンゴ腐らん病に関する研究

第2報　発病条件および薬剤による防除効果について

平良木　　　武

（岩手県園試）

1　ま　え　が　き

リンゴ腐らん病は数年前より北海道を始め，東北北

部および長野県のリンゴ主産地に大発生し，著しく樹

体を損乳　枯死させるため，リンゴの生産安定上大き

な障害となっている。

岩手県における最近の発生は，昭和55年ころより県

北部を中心に目だち始めたふ

昭和40年ころに至って県中部までまん嬉し，昭和

4d～47年現在では県中南部の栽培地にも発生が見ら

れるところから全県的に定着した病害と見なされるに

至った。

第1報において発生実態を報告したが，その後，発

病条件および薬剤防除について若干の知見を得たので

その結果を報告する。

2　試　験　方　法

1　病原菌の性質について

（1）子のう殻および柄子殻の形態観察

腐らん病の新鮮な病斑部を採集し，解剖顕微鏡を用

いて子座を解剖し，子のう殻および柄子殻の着生状況

を調査観察した。

（2）柄子殻の形成に及ぼす光線の影響

子のう胞子より単胞子分離した菌株P－AS），柄胞

子より分離した菌株（Ⅴ－PS），病組織の菌糸より直接

分離した菌珠（Ⅴ－My）をそれぞれ，PDA培地で培養し

た。

これらの供試菌株を25℃の温度条件で光線（810－

Ckllght bl118螢光灯）照射区と非照射区（暗

所）を設け，経時的に柄子殻の形成程度を調査した0

2　まん延に及ぼす立木廃園の影響

約50haのリンゴ集団栽培地において，5～4年前よ

り栽培管理が全く放棄され，腐らん病に100喀被息し

て立木のまま放置してある約10a（20本）の園地を

基点に，近接する一般栽培園地に対するまん延の影響

を調査した。

調査園は廃園からの直線距離で設定し，1園地20樹

について発病程度を調査した。

5　薬剤による防除効果

（l）休眠期散布による防除効果

腐らん病の発生が多い現地の圃場において，リンゴ

の発芽1週間前（4月5日）にSSを用いて樹上散布し

た。

6月下旬．新病斑の発生数を調査した。

12）生育期散布による防除効果

腐らん病の発生が多い現地圃場において，リン′ゴの

発芽期より幼果期にかけてSSを用いチオファネートメ

チル剤を数回連続散布した。

処理期間中数回にわたり，病斑の発生推移を調査し

た。

5　結果と　考察

1　病原菌の性質について

（】）子のう殻および柄子殻の形態観察

子のう殻は子座内の柄子殻よりもやや深い位置に，

しかも柄子殻を包むように数個輪状に形成され，各子

のう殻の頂部からは細長い黒色くちばし状突起（88－

ak）を出して外部に黒症状を呈して数個輪状に裸出す

る。

子のう殻および柄子殻（1子座に1個）は吸水して

膨潤となり，成熟した胞子を放出する。

子のう殻の大きさは直径414〟，88akの長さ810／上

で，富樫らの測定したものとほぼ一致した（第1表）。

1子座に形成される子のう殻数は5～9個で，平均8・25

個であった（第2，5表）。

子のう殻の着生密度は52感とかなり高い数値を示

したが，観察ではすべての病斑上に常時形成されるも

のではなく．柄子殻のみを形成して子のう殻を欠く子
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座もかなり多く見られる（第4表）。

第1表　子のう殻のBoakの長さと殻の直径

謁査子のう殻 B e a k の長 さ 殻 の 直 径

1 9 0 0 ／」 5 8 0 〝

2 8 4 0 4 2 0

5 8 4 0 4 2 0

4 7 8 0 5 6 0

5 7 2 0 4 2 0

‘ 8 4 0 5 （；0

7 7 8 0 4 8 0

8 ‘0 0 4 2 0

9 9 0 0 5 4 0

1 0 9 0 0 5 （iO

平　　 均 8 1 0 4 1 4

第2表1子座当たりの子のう殻形成数

網査 N l 調査子座敷
子 の う設 1 子 座当 た りの

形　 成 致 子 の う殻形 成数

1 4 0 2 5 1 6．2 8

2 2 0 1 4 4 エ2 0

5 1 0 1 1 2 1 1．2 0

平　 均 2 5．5 1 8 9 8．2 5

（2）柄子殻の形成に及ぼす光線の影響

第5表　柄子殻形成に及ぼす光線の影響

第5表　1子堕当たりの子のう殻形成分布

1 子座当た り

の杉成される
子 の う殻 教

5 4 5 8 7 8 9 10 11 12 15 ‥20

同 上 に該 当
す る 子 座 敷

10 1 7 4 9 5 5 0 1 0 1 ‥ 1

第4義　子のう殻を形成する子盤の密度調査

　　 t調　 査 柄 子殻
同 感
柄　 子 殻 を

子座敷
のみの 子の う殻 を

子 座赦 含 む子 座敷

i 1 2 8

8 5

8 7

7 1

8 9

7 8

5 4

5 9

4 2

2 8

d O．9

4 1．0

4 4．8

5 父2

5 1．5

5 0

4 9

4 5

2 9

8 1

9 1．6 4 4 ．2 4 8 ．2

　　 線 の有 無

農 芸 管 芸　 歯 株

8 ． 1 ． 8 ．照 射 1） 暗　　　　 所

Ⅴ 一 A S　　　　 V － P S　　　　 V － M ァ Ⅴ － A S　　　　 V － P S　　　 V － M y

1 0　 日 後
0 2）　　　 D　　　　　 O

D　　　　　　　　　 O　　　　　　　　 O

1 6　　 〝 1 0．0　　　　　　　 0　　　　　　　　 6．d 0　　　　　　　　 0　　　　　　　　 0

2 0　 〝 1 5．5　　　　　　　　 5．5　　　　　　 1 5．0 0　　　　　　　　 0　　　　　　　 0

2 5　 〝 5 5．5　　　　　　　　 5．0　　　　　　　 5 0．0 D　　　　　　　　　　 O　　　　　　　　　 D

5 0　 〝 5 6．占　　　　　　 1 8．6　　　　　　 5 5．5 1．d　　　　　　　　 0　　　　　　　　 0

4 0　　 〝 5 0．0　　　　　　　 2 0．0　　　　　　　 5 占，d 1 5．0　　　　　　 1 0．0　　　　　　　 5．5

注．1）8．も．8．日…・81ack ligbtl）llle螢光灯

2）表中の数字は，柄子殻形成程度を士（指数値0・5‥‥柄子殻形成数が

1試験管当たり18個以下），＋（指数値1．0‥‥10～50個），＋＋

（指数値2．0・…50～200個），＋＋＋（指数値5．0…・200個以

上）とし，柄子蔵形成程度を指数換算して表した　（供試菌珠は各々

試験管培養10本）。

B．L B蛍光灯照射の培養菌叢は暗所処理のものに

比較し，柄子殻形成は速やかで，かつ，形成量が多か

った（第5表）。

分離条件の異なる菌株についての柄子殻形成はⅤ－

AS＞Ⅳ－My＞Ⅴ－PSの傾向を示した。
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2　まん延に及ぼす立木廃園の影響

第6表　廃園からの距離と発病

廃園からの距離爵霊
1 0 ～ 5 0 m 1 0 0頚 コ

2 ，6

1 0 0 ～ 1 5 0 7 5 ，0 1．5

2 5 0 ～ 5 0 0 5 0．0 0 ．9

5 0 0 ～ 5 8 0 5 0，0 0 ．8

第7表　休眠期散布による防除効果

腐らん病のまん延に関与する要因として，廃園は無

視できないばかりでなく，有力な伝染源となることが

判明した。

特に，廃園に隣接する場合の影響は極めて高い。ま

た，半径500，乃前後の距附こあってもなお50～40感

の高い発病率を示すところから，廃園の早期処分が本

病のまん延防止の有力な手段であるものと推定した

（第d表）。

5　薬剤による防除効果

（1）休眠期散布による防除効果

薬　 剤　 名 散 布倍数 調査樹数
処 理 前 の 発 病 状 況 調査時 （‘月 28 日）の発病状況

新病斑の発生率

病　 斑 数 一 樹 当 た り

の 病 斑 数
病　 斑 数 増　 加

病 斑 数

モ　 ソ　 乳 剤 5 0 0 倍 5 2 0 4．0 2 8 8 4 0．0

ダイ ホル タ ン 5 0 0 5 2 2 4．4 2 4 2 9 1

サ　 ン■　ヨ　－ ル 1，0 0 0 5 2 4 4．1 5 2 8 5 5．5

タ　　　 ロ　　 ：／ 1，0 0 0 5 2 7 5．4 5 2 5 1 3．5

タ ロ ：／加 用

硫 黄 合 剤

2，0 0 0　5 0
5 2 7 5．4 5 0 5 1 1．1

硫　 黄　 合　 剤 2 0 5 1 5 5．0 1 6 1 占．‘

無　 散　 布 5 2 1 4，0 5 2 1 1 5 2．5

休眠期散布による感染防止効果の高いものには，濃

厚石灰硫黄合剤，クロン加用石灰硫黄合剤およびダイ

ホルタン水和剤の高濃度散布がある（第7表）。薬価，

（2）生育期散布による防除効果

第8表　生育期散布による防除効果（その1）

使用法などの面から濃厚石灰硫黄合剤の散布が現在実

用化されている。

詞 処 理　前　の 第 1回調査の 第 2 回調査の
査 病　斑 絵　数 病 斑 増 加 数 病 斑 増 加 数
樹
数

（5／1 8 ） （8 ／ 5 ） （9 ／ 2 ）

幹腐らん 枝腐らん 幹 枝 幹 枝 幹
本 コ コ コ コ コ ＝l 喀

d 1 1 占 0 1 0 1 0

2 4 2 0 2 0 2 0

第9表　生育期散布による防除効果（その2）

調 査 樹 数 t　処 理　 前 処 理 後 同　　 差 同 増 加 率 1 樹 当た り 病 斑 進 展 率

（A ） の 病 斑

総 数 （8 ）

の 病 斑

総 数（C ）
（C －B ）

C －B

B X lOO
の 病 斑

増 加 数
の　 累　 計

チオ フ丁ネー トメチル

本 ＝I コ ＝l 多 コ 痴

5 7 4 8 d O 1 2 2 5，0 0．5 2 8．5

慣　 行　 防　　 除 5 4 4 4 9 2 4 8 1 D R 9 1．4 1 1 4．9
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第8表はチオフ丁ネートメチル剤1，500倍を4月中旬

（発芽期）より7月下旬まで，10日ないし2週間おき

に9回連続散布したものである。

この結果．慣行防除区に比べてほぼガの発生で極め

て高い防除効果を示した。

第9表はチオフ丁ネートメチル剤1．500倍を5月上旬

（開花前）より7月上旬までほぼ10日の散布間隔で

連続5回散布したものである。

この結果，慣行防除区に比べて実に20倍の高い防

除価を示した。

以上の試験事例などから，本病の感染盛期における

薬剤防除によって，相当高い防除効果を期待できるも

のであるが，防除適期，散布回数，防除薬剤などにっ

いてさらに検討の余地があるものと思われる。

リ　ンゴ貯蔵病害の実態調査
高橋　俊作・水野　昇
（秋田県果樹試）

1　ま　え　が　き

リン′ゴの貯蔵病害についての研究は，諸外国におい

ては数多く行われており，かなり明らかになっている

が，本邦においては，これまで個別的に研究されてい

るだけである。

リンゴの貯蔵問題が本格的に試験研究されてきたの

が数年前であることから，貯蔵病害の研究が冷温，CA

貯蔵などの関連で行われた例は極めて少ない。現在冷

蔵貯の普及が一般化し，さらにはCA貯蔵も一部実用

化が進んできて，同時には病害防除体系の変化との関

連から貯蔵リンゴの障害の問題が多くなってきている。

本研究はこのような状況下にある貯蔵リンゴの障害の

うち，寄生菌による貯蔵障害（貯蔵病害）の実態を明

第1蓑　45年度実態調査場所

らかにし，防除法を検討しようとするものである。本

研究は青森県りんご試を中核とする総合助成（りんご

の商品性向上のための貯蔵技術の確立に関する試験）

の協力試験として行った試験の一部で，45，48年産

リンゴについての実態謁査結果を取りまとめたもので

ある。

2　試　験　方　法

145年度の調査：秋田県県南地方に設置されてい

る主な選果場冷蔵庫7カ所について48年2月上旬に

出庫直後，選果時に被青果を選出し，それらについて

病教別，発病の原因別区分，病巣からの病原菌の分離

などを行った。調査場所，調査点数などは第1表のと

おりである。

調 査 冷 蔵 庫 名 と 略 称 謁 査 品 種 と 点 数 貯 蔵　 方　 法

金 麓 園 選 果 場 ◎

中 央 〝 ㊥

櫓 沢 〝 ⑳

増 田 〝 （参

増 田 農 協 〝 ⑳

横 手 〝 ⑳

＠　　 ゴー ル デ ン　　　 5 点 C A 貯 蔵

㊨　　 ス タ ー キ ン グ　　 4 〝

㊧　　 ゴ ー ル デ ン　　　 5 0 ℃ 貯 蔵

⑩　　 国　　 光　　 1 〝

㊨　　 ゴ ー ル デ ン　　　 2 〝

㊧　　 ス ター キ ン グ　　 5
〝

（諺　　 ゴ ー ル デ ン　　　 5 〝

（参　　 ゴ ー ′レテ ン　　　 5
〝

㊧　　 ゴ ー ル デ ン　　　 4
〝

㊨　　 国　　　 光　　　 2 〝

㊧　　 ゴ ー ル デ ン　　　 5
〝

雄 勝 第 1　　 〝　　　 ㊧ ㊨　　 国　　　 光　　　 2 〝

注．㊧：無袋果　㊨：有袋果
1点　約40箱


